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司会：定刻となりましたので、ただいまからジョルダン株式会社様の決算説明会を開催いたしま

す。 

最初に、会社からお迎えしております 2 名の方をご紹介申し上げます。代表取締役社長、佐藤俊和

様です。執行役員経営企画室長、岩田一輝様です。 

本日は佐藤様と岩田様からご説明をいただくことになっております。ご説明後、会場から質疑応答

の時間といたします。 

なお、皆様のお手元にアンケート用紙が配られていると思いますが、お手すきのときにご記入の

上、お帰りの際には机の上に置いてご退出いただきますようお願い申し上げます。 

それでは、よろしくお願いいたします。 

佐藤：ジョルダン、佐藤です。どうも今日はご多忙中、ありがとうございます。いつものやり方

で、私が今興味を持っていることを話させてもらい、ジョルダンの動きを、新しいことというより

はこんな事業で動いているって方向に今資料に書いていますので、そういうことで、 今の動きを

説明し、数字のところは岩田の方からというやり方でやらせてもらいたいと思っています。 

初めは、結構皆さんご存知かもしれませんけど、パランティア・テクノロジーズという会社の話か

ら始めたいと思いますけど。新聞でも代表のピーター・ティール、彼が高市さんを訪問した話が出

ていたりしていますけど。 

ちょうど先月発売の文藝春秋に面白い話が載っていて、一体何が起こっているのだろうっていうこ

とが自分でも結構明確にわかったのは、ベネズエラで大統領をさらったり、イランで全員、政権幹

部を殺しちゃったりとか。 

でも、冷静に考えると人の国に踏み込んでいって大統領をさらうなんてことがあり得ないと思って

いたのですよね。イランも本当に全員同時は何なのだろうと思って。今までにないような動きが実

は始まっていると。 

大きな流れで見ると、やはりベネズエラは、石油をアメリカが手に入れてイランでいろいろやりな

がら、アメリカの収支構造、石油を売るっていう構造に変えるという、アメリカのテクノクラート

の思惑が背景にあるのかと思いながら、そんな感じはしていますけど。 
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とにかくベネズエラでは、マドゥロ大統領と奥さんを拘束と。アメリカまで連れて行ったってこと

ですよね。実は、あの大統領ってベネズエラで結構人気あるのですよね。それからイランの話は本

当にいきなりほとんど幹部を全部殺しちゃったという。 

当然いろんな防衛をしているわけですけど、なぜそんなことができるかってことの背景には、パラ

ンティア・テクノロジーズという会社があると。そもそも彼らの動きは、PayPal のスタートの時

と関係しているのですよね。 

PayPal って今でも私も使っていますけど、クレジットカードで買う場合に情報を流さなくていい

と。インターネットって本当に見落とせばみんな見られちゃいますから、非常に信頼性があります

よね。だから PayPal は誰が作ったかっていうとピーター・ティールなのですよね。1998 年に設

立と。ネット決済サービスの草分けの共同創業者。 

実は YouTube の主要創業メンバー、チャド・ハーリーとかスティーブ・チェンとかジョード・カ

リムは PayPal の創業メンバーなのですよね。だから、YouTube を Google が買収して始めたとき

は、こんなメディアになると思いませんでしたよね。だからうちも受信料払っているのは NHK と

YouTube と。どっちかっていうと YouTube 見る時間の方が非常に多いっていうか。 

ちょうど、今いろいろ Anthropic で AI がずいぶん変わり始めているじゃないですか。何を見ると

動きがわかるかというと実は YouTube なのですよね。元気のある若者が現れて、こんなことやっ

た、あんなことをやったっていう。 

僕はだから YouTube を見るのと、あと案外馬鹿にならないのが Amazon で、Kindle Unlimited っ

ていう会員制のサービスがあるのですよ。Kindle で見られるのですけど。そこに実は自分で簡単

に本を作って、読まれたものだけロイヤリティをもらえるってことで、いろんな情報が入っている

のですよね。 

やはり早いですね。Claude ってどんな具合にやるかだとか、その 2 本立てが自分の情報収集の手

段で、もう新聞とか本が出てくる頃には盛りが変わっちゃっているみたいな感じがあるので、凄ま

じい状況だなっていう感じに思っています。 

それと PayPal のときには、LinkedIn の創業者も入っているし。ペイパルマフィアって具合に言わ

れているってことなのですけど、そのドンがピーター・ティールだと。イーロン・マスクも実は

PayPal の創業メンバーとして知られていますけど、実は PayPal と合併して一員になったっていう

経緯を踏んでいるのですよね。ほとんど今の ICT の凄まじい人たちは、この PayPal に関わってい

ると。 
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そのピーター・ティールってどんな人かっていうと、ファンタジー小説、指輪物語に登場する魔法

の水晶玉に由来するパランティアって名前をつけたとか、この後も出てきますけど、ここの持って

いる OS をゴッサムって言う、まるで漫画のような話なのですけど。彼は今の時代を考えて、本当

にアメリカ軍がやったかっていうのではなくて、心臓部分は実はパランティア・テクノロジーズな

のですよね。 

現場にいる兵隊の一人一人にどう動けってことを指示していると。だから誰がどこにいるかを把握

しながら、AI でいろいろな指示をやっていると。だからもう戦争はガラッと変わってきましたよ

ね。そんな感じ。 

ただ、パランティア・テクノロジーズに関しては、なかなか初めは創業の資金調達に難渋しました

が、CIA のベンチャーキャピタルが出資だったというのがすごいですね。今やアメリカは地球上の

どこにいてもターゲットにした人物を思い通りにいかせるっていう、もう戦争の仕方が変わっちゃ

いましたよね。 

そんな流れを作った人です。戦争、OS でゴッサムっていうパランティア・テクノロジーズがリリ

ースして、本当にデータ分析の会社なのだけど、リアルタイムにデータを分析しながら作戦を立て

ていくっていう。 

新聞にもちょっと載っていたのは、ピーター・ティールが首相官邸を表敬訪問したと。これは裏に

何が動いたのだろうって話でいろんな話がありますけど、とにかく新しいテクノロジーがすごいっ

てことで。 

昨今また Anthropic がずいぶん話題になってきていますけど、本当にプログラムコードをつくっち

ゃうのですよ。私もちょっと体験してびっくりしていますけど、3 年前に本当に ChatGPT が出て

きたときに、ああと思って驚きましたけど、あれ以来、やっぱりえっ、て感じです。 

正直に言うとコードを作れちゃうのは、プログラムを書く人がいらなくなってきていると。今まで

社内でも話をしていましたけど、Web 上に似たようなソースがあって、結構それを持ってくるよ

うなことでみんなやっていますって話を言っていましたけど、今度はもう違うのですよ。 

Mac で、ちょっといろいろ自分でアプリ作れないかと思ってトライアルしてみたら、もう勝手に

ディレクトリを触ったりしながら、アプリをどんどん作っていっちゃう。だから多分ソフトウェア

会社、アメリカで 1 万人削減とかいろんなことが出ていますけど、当然、その後、今度は多分あれ

に入ってくのでしょうね。コンサルの人たちも結構ビジネスのアイディアが壁打ちっていうか、AI

と話すと出てくるのですよね。そうすると、時代が変わったなと。 
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逆に私から見ると、インターネットが始まったころですか、えー、こんなのが始まったのだ、商用

化が始まったときに私はびっくりして、それに速やかに対応したことが実はジョルダンもステージ

が変わったってことがありますけど、ちょうど今の AI もまたそんな感じです。本当にこれでどう

やっていくかと。 

ただあの時と比べて思うのは、インターネットが現れた頃、たまたま友人の会社が飛行機機内のビ

デオオンデマンドの開発をやっていましたけど、これはネットが入ったらレンタルビデオ屋がなく

なるねなんて話した記憶があるのですけど。あのときはなくなるまで 10 年以上かかっているので

すよね。 

今度は早いと思います。だから、3 年くらいでがらっと変わるのではないかと思って、久々にジョ

ルダンも踏ん張りときだなっていう感じで、いろいろまた考え始めています。 

いつものように乗換案内の情報から言うと、検索回数はあまり変わっていません。会員数は一旦減

少というか、取り放題会員みたいな形で入っていましたので、取り放題がどんどんなくなっていく

ところで一旦減っている。ただ、大きな流れとしては会員数を増やすことをどうするかってことの

検討に入っていますけど。 

乗換案内の機能強化としては、出口情報を更新する。予約連携、鉄道会社、エアラインとよりスム

ーズにやりたいのですけど、結構壁があって入口までしか行けないとか。でもこれは一緒にうまく

提案しながら連携できるようにしていきたいと思います。 

それとあと、バス会社とかバス路線とかコミュニティバスは、もう一生懸命地道に増やしておりま

す。おそらく、他の事業者が追随できないくらいのところまで来ていると思いまして。 

だから、Google マップとのすみ分けも考えているのですけど、意外と実はインバウンド向けに乗

換案内も利用者が多いのですよね。結局は鉄道とかバスを利用する場合には乗換案内の方が使いや

すいかもしれないと。車でいうとやっぱり Google マップがいいだろうと。だからそういうすみ分

け。そういう中で、われわれはどうしていこうかと、ちょっといろいろ今進めていますけど。 

そんな中で、やはりマルチモーダルをもっと進歩させようってことで、これももうちょっと戦略的

に進歩させたいところがあるのですけど、スマートモビリティなどの機能を拡大しながら。あとは

スマートシティモードで、町のいろんなイベント、施設との連携をスムーズにしてですね。おそら

く自動運転ももうじき始まってくる時期になると思うので、乗換案内からいったら一番便利だとい

うぐらいにしたいと思っています。 
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モバイルチケットは横ばい的に動いていますけど、ある大きな事業者がちょっと離れたり、ただま

た新しいところが始まったりってことでやっていますけど。チケットを入口として事業者と接する

ということを実は大事にしたいのです。 

でもいろいろ、あんまり無理して拡大というわけではないですけど、ある程度の数を確保しなが

ら、最近はこの後で出てくると思うのですけど、ゆりかもめあたりの定期代までやるような形で始

まったので。 

あともう一つは、VISA タッチがいろんなことを始めていますので、住友カードが。私鉄には入口

をつけて VISA タッチが入れるようにしましたけど、それをもうちょっといろいろ協業できないか

ってことで、実はやっております。 

その一つの話がゆいレールで、既存の改札機の乗車を可能にしたと。それからゆいレールはサービ

スを始めましたけど、他はなかなか実証実験段階のものはまだ多いですけど、ゆいレールは前にや

っています。JR の QR コードの連携を地域限定ですけど、北海道で実証実験としてやりました。

それからさっき話したように、ゆりかもめは定期券までの発売を開始していると。 

そういう流れの中で、どこに焦点を集めていくかと考えると、チケットは非常に大事なのですけ

ど、実は結構これはまだ投資ベースで走っています。実は収益があまりないのですよね。 

でも将来の旅行を考えた場合に、バスとか電車は乗り放題で動けて、いろんな施設を QR で入れる

っていう世界を目指したいので。とにかく足場となるチケット、足回りを確保しながら、いろいろ

もうちょっと上物を乗っけるみたいな話を考えていまして、その第一段階としてバス 4 社をまたが

るモバイルチケットをやっています。 

あと、顔認証もユーカリが丘で運用開始してからもう 3 年目に入ってきたと。なかなか横展開が手

こずってはいますけど、みんなにそれなりに評価をされ始めて、だいぶユーカリが丘で見せて欲し

いってことが他社からも鉄道会社さんも始まっています。 

それからあと、実用に入ったところで、沖縄の中城村のコミュニティバスがあるのですけど、地域

住民は安いのですよ。旅行者は高いのですよ。地域住民の顔を登録しておくと安く乗れるってこと

で、これは運行に入っていてそれなりに評判がいいようです。そんなことでやっております。 

それから将来の大きな今度の展開で、もうちょっとチケットだけじゃなく、施設も広げていきたい

という流れの中で、海外の OTA に API を提供して、いろいろ海外の人との関係を深めていますけ

ど。 
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これも中国、香港、台湾で、Ctrip とか、香港、台湾の旅行会社さんは相当に実は日本の旅行を扱

っていますけど、最近だと新たに Japan Experience というフランスの会社ですけど、そことも乗

換案内のデータの提供を始めていますけど、さらに一歩進めて、そういう新しいことができないか

と今考えています。 

あとは公共交通データ、GTFS の強化ですかね。GTFS も実はいろんなモードがあって、初め

Google とわれわれで始めたのですけど、いろんなバージョンが出てきまして、日本も新しい

GTFS でまとめていきたいということもありまして、バージョン内で 4 つぐらいある流れの中で、

確実に GTFS データを普及させていくと。 

そのために J MaaS というわれわれの作ったインフラを各事業者に提供するための会社を作ってい

ますけど、そこのデータ部分はだんだんまた増えてきています。 

あとは J MaaS の流れの中でもう一つは、保険付き商品を売り始めたのです。旅行をやるときにそ

の場で保険付きの商品を買って、簡単に支払いができるという状態まで作っていきたいと思って。

ただ、なかなか保険商品は認可がいろいろありまして、思ったよりもサービスを開始するまでに時

間がかかりましたけど、沖縄の伊平屋の乗船券で保険付きを始めました。 

状況を見ながら、いろんなやつの MaaS パッケージの中に保険が入っているようなことを試して

いこうと思っています。 

法人もあんまり自慢できた数字ではないのですけど、相当データが集まっているので、法人にどう

提供していくかということで、なかなか販売下手で、でもちょうどいろいろ AI の時代に入って来

ていますので、いろいろやり方を変えながらやっていこうと思っています。 

その中でも AI 旅費精算を前に発表したけど、実はやり始めるとハルシネーション対策は大変でし

てね。どうやるかっていうことで結構手こずって、あとは意外とわれわれが直接売っているモデル

に関しては、堅調なものが多いのですよね。大手ベンダーさんと組んで乗換案内をやらしてもらっ

ていると。 

そこで一歩進んだことをやろうとした場合に、AI 旅費精算は、規定を読み込んで言葉で聞いて言

葉で答えるってことをやっていきたいわけですけど。でも、なかなかイントラから出たくないわけ

ですよ。そんな表に旅費を持ち出せないとかいろいろありまして。 

ただ AI がどんどん下がってきていますのでね、いろんなライブラリーもありますし。だからイン

トラの中で動くような AI 構築で動かそうと思って今、最後の踏ん張りどころに来ています。そう

なると、すんなりと収まっていくことになると思います。 
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あとは MaaS で言うと、交通空白地帯解消っていう熱海とか伊東でやっているのですけど、実は

なかなか大変なのですよ。進めるときに地域公共交通会議があって、自治体、鉄道事業者、バス会

社、タクシー会社、われわれでこういうことをやりたいのだけどって話しながらやっていくわけで

す。 

そうすると利害がぶつかるところがあるので、なかなかまとめるのが難しいのですけど。例えば、

乗換案内は最終目的地まで繋がないでバス停までつなごうとかってやって、そんなことをやりなが

ら 5 年前からやっているとだいぶユーザーにも認知され始めて、ちょっとバーチャルバス停で、密

にバス停を作って、バーチャルバス停まで来れば、コンビニの前で待っていればいいですよとか事

前予約を始めていったのですけど。 

実は用途は何かと考えると、要は病院か買い物なのです。午前中は病院に行きたいと。伊東の場合

には通学って問題がちょっと入っていますけど、帰りを、買い物した後、自宅まで届けてあげるっ

ていう方式にしたら、結構実は利用者が増えてきまして。やっぱり荷物を持って家までって話。中

には若い女性は家を知られたくない人もいるでしょうけど、家まで持っていって欲しいというニー

ズがあって。だから、これをもうちょっとちゃんとしたものにしていきたいと。 

当然自動運転でウェイモが日本に入ってくるって話を聞いてはいますけど、地方はどうにもならな

いのですよ。だから、これからの高齢化社会において地方をどうやっていくかってことで、われわ

れとしても社会的使命があるのではないかと思っています。 

あとはジョルダンのもう一つの特徴として、経路検索だけじゃなくて、ハードウェアとかエッジを

拡大していると。左側にあるのは神戸空港のベイ・シャトルにチケットを置いていると。今度はち

ょうど受託的なとこもあるので、企業名は出していないのですけど、QR チケットの券売機を非常

に安価に作って、読み取って入るみたいなことを実は今始めて、相当磁気稼働はもう終わりですか

ら、磁気稼働も磁気を外す処分の過程が大変なのですよね。それを QR で出して。 

でも QR も意表を突くような形で、ラーメンの券売機を改造したとかでやったりして、えって言っ

て、だいぶ注目を集め始めております。 

それからあとは、マイナンバー活用も実はいろいろやっていまして、顔認証で 1 回登録すると顔だ

けで街中動けるとか。もちろん、マイナンバーをチケット代わりにしようとかいろいろやっていま

す。 

それとあと、やるやるって言ってなかなかオープンできないでいる J-STAND、スマホで新聞とか

雑誌ごとに月額課金ができて、横書き縦スクロール、フェイクじゃないんだと。もう X を見て
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も、YouTube を見ても何が本当で何が嘘かわかんなくなっていますから、核としては新聞社等の

フェイクじゃないサイトを作ろうということで。 

その代わり、インターネット広告はやめようってことでやっていて。もうちょっと、なかなか相手

が大きいと簡単に進まないもので。でもこれが次の新しいわれわれの新規事業になっていくと思い

ます。 

あとは初めに話しましたけど、とにかく AI 対応を急ごうと。それから交通空白地帯、地域の移動

問題をとにかく解決していこうと。既成概念にとらわれない構想でやっていきたいと思っています

ので、今後ともぜひご支援のほどよろしくお願いします。 

ありがとうございました。 

岩田：それでは、私から後半の数字の話をさせていただければと思います。 

昨日発表させていただきました中間期の決算ということで、まず経営成績のところですが、売上高

が 16 億 5,100 万円で、営業利益が 8,700 万円、経常利益が 3 億 4,200 万円で、中間純利益は 2 億

5,900 万円で、前年同期と比べると売上高で 10%以上増と、利益に関してはいずれもかなり伸びま

したという形で終了することができております。 

中身というか、簡単に要約の損益計算書ですが、まずトップラインが伸びましたというところがま

ず 1 億 6,800 万円ほど、金額で言うと前年同期と比べて売上が伸びましたと。 

一方で、販管費についてもある程度増加はしていますという感じではあります。ここはちょっと後

ほど申し上げます。 

ただ、前年同期にかなり営業利益がやっと黒字ぐらいでしたが、倍ぐらい増やすことは一旦できて

おります。それから、営業外については、営業外収益がかなりありましたということもありますの

で、経常利益については 1 億 3,000 万円ぐらいプラスになって、3 億 4,000 万円になっておりま

す。それに伴って中間純利益に関しても、1 億円弱の増で今回終了することができました。 

売上の中身については、先ほど佐藤の話からも少しあったかと思いますが、主に乗換案内関係の法

人が伸びましたというところが大きいかと考えております。 

数字で示しますと、法人が 1 億 5,000 万円ぐらいは前年同期と比べると伸びています。それから、

あとは乗換案内関係でいうと、広告に関してはこのところ増加基調できておりまして、今回も

3,000 万円近くは増えたというところになっております。 
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変動要因で前年同期との比較を申しますと、売上高に関してはまず乗換案内の法人で第 2 四半期と

しては過去最高になりましたということです。2 期前もかなり多かったのですが、2 期前も超え

て、一応過去最高という数字になりました。広告に関しては、だんだんと毎年少しずつ伸びまし

て、コロナ前の水準には戻りましたと。それを超えましたということになっております。 

あとは利益の方ですが、まず営業利益に関しては、売上高に記載しているのと同じなのですが、乗

換案内事業の利益が増加したところが一番要因としては大きいかと。 

あとは経常利益以下に関しては助成金収入の増加が数字としてはありますが、ここは先ほども佐藤

の話からもありましたが、熱海や伊東、沖縄の方でいくつか、これは適時開示などもさせていただ

いていますが、基本的には研究開発費が増加したとして、その一部を補助してもらっている形なの

で。 

ここだけ見るとすごく収入が増えたって感じかもしれませんが、基本的にはいくつか前にあったよ

うに販管費が増えましたというところと連動している感じと考えていただければと思います。 

今期の通期の見通しですが、今回は一応、売上高で 29 億 5,000 万円、営業利益 8,000 万円、経常

利益 2 億 2,000 万円で当期純利益 1 億 5,000 万円は一旦据え置きという感じにさせていただいてお

ります。 

例年下期は、どちらかというと上期の方が強いというか、利益も出るというところはありますの

で、またちょっと下期に向けて為替とかどうなるかわからない部分もありますので、もう少し一旦

据え置きにして少し様子を見ていきたいとは思っております。 

私の方からは以上です。どうもありがとうございました。 
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質疑応答 

 

司会 [M]：ご説明ありがとうございました。それでは、ご案内の通り質疑応答に移りたいと思いま

す。ご質問のある方は挙手していただければ係の方がマイクを持ってまいります。 

なお、この IR ミーティングですけれども、質疑応答部分を含めまして全文を書き起こして公開す

る予定でございます。匿名を希望される場合は、質問をする際に氏名を名乗らないでいただければ

と思います。 

ご質問いかがでしょうか。ありがとうございます。お願いします。 

質問者 [Q]：いつも興味深いお話をありがとうございます。前回、佐藤社長のお話の中では、非常

にご関心の内容が興味深いなと思っていつもお聞きしているのですけども。 

事業のご展開に関しては、ご興味の部分等に対して既存の事業の延長線上で非常に制約があるなっ

ていうふうに聞こえなくもないなと思うのですが。 

今回質問させていただけるならば、もし佐藤社長が 50 歳若くて、全く既存事業の制約がなかった

ら、現状の環境を見た中で何をやろうと思いになるのかっていうのをぜひお聞きしてみたいなと思

います。よろしくお願いいたします。 

佐藤 [A]：もっと若くっていうのは、最近まだやっているのって言われることが多いのでね、ちょ

っと恥ずかしい話なのですけど。 

でも変化として大きいですよね。だから若い若くないに関わらずここは踏ん張りどころで、一番は

商売が全部 AI にさらわれそうじゃないですか。だから、さらわれないようにするにはどうすれば

いいかということを考えるとですね、地道な素データは馬鹿にならないですよね。もっともっと素

データをいろいろ集めていこうと。 

だからどんなローカルなバスでもやるし、あとはチケットの案内はなかなか大手との話合いとかい

ろいろありますけど、乗換案内から買えるようになってくると、要はだからわざわざチャットで調

べて、また乗るときに別のやつでやるかっていうとそんなことないと思うのですよね。 

だから、AI が調べられるようなことは、われわれも中の AI でやろうと。それでユーザーと密に。

あとはちょっと商売の幅を広げたいなと。だから SaaS がなくなるってことで、どういう情報の提

供の仕方をするかはもちろんあると思うのですよね。 
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Claude をやっていれば MCP やいろんなことがもちろん出てくると思いますけど。そこでわれわ

れがどういうパーツを出していくかという、AI 旅費精算は一つですけど、もっと動きが別のとこ

ろも始まっていますのでね。その辺をちょっと頑張っていこうと思っています。若くても若くなく

ても元気がありますので、すいません。 

司会 [M]：ご質問ありがとうございました。他にご質問いかがでしょうか。せっかくの機会ですの

でご質問があればぜひお願いいたします。 

それではご質問の方もないようでございますので、これをもちまして決算説明会を終了させていた

だければと思います。佐藤様、ご説明ありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 

2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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